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令和 4 年市議会 2 月定例会で、清水勇人市長が施政方針演説を行い、
市政運営の基本的な考え方や主要な施策などを説明しました。
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　時代の変化を的確に捉えながら、令和3年度から始まった総合振興計画のもとで、環境未来都市やスポーツ先進都市
など、さいたま市らしさの深化に取り組みます。新庁舎整備及び現庁舎地の利活用については、本市の方針をしっかり
と周知したうえで、市役所の位置に関する条例の改正案を適切な時期に提出し、更なる具体化を図ります。

ポストコロナの新たなさいたま市の創造ポストコロナの新たなさいたま市の創造

　デジタルファーストな行政運営への転換を図り、市民の皆さんに、よりスピーディーで利便性の高い行政サービスを
提供していきます。また、さまざまな分野において公民学共創を進め、新たな時代にふさわしいさいたま市役所の創造
につなげます。

新たな時代に対応する市役所の創造新たな時代に対応する市役所の創造

市政運営の基本的な考え方

新型コロナウイルスワクチンの追加接種を迅速・確実に進めるとともに、検査体制や感染拡大防止策を更に強化し
ます。そのうえで、落ち込んだ市内経済の回復に取り組み、感染拡大防止と社会経済活動の両立を図ります。また、
ハード・ソフト一体となった防災対策に、市民や事業者の皆さんと一丸となって取り組みます。

感染症を克服し、真に災害に強いレジリエント※シティを目指す感染症を克服し、真に災害に強いレジリエント

※レジリエント…強くてしなやかなさま。回復力、弾力があるさま。

　本市が持続可能な成長・発展を続けていくためには、ＳＤＧｓの理念のもとに、直面する課題に迅速かつ的確に対応
する必要があります。本格的な人口減少・超高齢時代の到来に備えて、あらゆる世代が輝けるまちづくりや、深まる社
会的孤立に対して、人と人が支え合い、誰もが自分らしく暮らせるまちづくりを進めます。

誰一人取り残さず、誰もが住みやすく持続可能な地域社会の実現
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さいたま市長
清水勇人

さいたま市の  新時代  に向けて
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令和４年度当初予算総額

一般会計予算 6,373 億円
（過去最大）

特別会計予算総額 3,237 億円

企業会計予算総額 1,305 億円

計 1 兆 916 億円
（過去最大）

難局を乗り越え、さいたま市の「シンカ」に取り組む予算

令和 4 年度当初予算は、新型コロナウイルス感染症の拡大による難局を乗り越え、
都市としての成熟を深めて、市の「シンカ」に取り組む予算として編成しました。

つの柱

新型コロナウイルス感染症と
自然災害への対策の強化

誰一人取り残さない包括的な支援の充実

　昨年度に引き続き市民の生命や健康を守るため、感染症対策
を着実に実施します。また、激甚化する自然災害への対策とし
て、都市・生活インフラの耐震性の確保や、治水対策などを推
進します。

　社会経済状況が大きく変化するなか、誰もが住みやすく持続
可能な地域社会の実現に向けて、SDGsの理念を基に、誰一人
取り残さない包括的な支援の充実を図ります。

　ポストコロナを見据え、時代の変化を的確に捉えながら、本
市の魅力にさらに磨きをかけ、さいたま市らしさを深化させます。

　多様化する市民ニーズや新しいライフスタイルに対応するた
め、本市のDXのコンセプトである「さいたまデジタル八策」
に基づくさまざまな取り組みによりデジタルファーストな行政
運営への転換を図ります。
　また、多様化・複雑化する行政課題に柔軟に対応するため、
公民学共創を推し進め、新たな時代にふさわしいさいたま市役
所を創造します。

令和4年度施政方針特集

ポストコロナを見据えた
さいたま市らしさの深化

主な事業
・ワクチン接種体制の整備及び追加接種の実施 ｜ 148 億 5,939 万円
・自宅療養者の訪問看護を行う指定訪問看護ステーションへの補助 ｜ 654 万円
・酸素濃縮装置の整備 ｜ 1,584 万円
・橋りょうの耐震化 ｜ 10 億 5,468 万円
・市立中学校の体育館への空調機設置工事及び設計の実施 ｜ 5億6,912 万円
・罹災証明書発行業務デジタル化の推進 ｜ 1,034 万円　ほか

主な事業
・福祉まるごと相談窓口の全区設置 ｜ 1 億 302 万円
・子ども家庭総合支援拠点の全区設置 ｜ 106 万円
・ケアラー・ヤングケアラーの普及啓発 ｜ 396 万円
・多子世帯への子育てヘルパー派遣の拡充 ｜ 272 万円
・ひとり親家庭への訪問相談 ｜ 194 万円
・ひまわり特別支援学校知的障害教育部門 高等部の設置準備 ｜ 1,327 万円
・「不登校等児童生徒支援センター（通称：Growth）」の設置 ｜ 415 万円　ほか

主な事業
・窓口手続のオンライン化拡充 ｜ 9,651 万円
・道路の損傷等をスマートフォンから通報できるシステムの導入 ｜ 906 万円
・ＩＣＴを活用した部活動等の実証実験の実施 ｜ 677 万円
・グリーンインフラの活用の推進 ｜ 658 万円　ほか

主な事業
・大宮駅グランドセントラルステーション化構想の推進 ｜ 2 億 7,359 万円
・浦和駅周辺地区のまちづくりの推進 ｜ 1,596 万円
・中央区役所周辺の公共施設の再編とデジタル化の推進 ｜ 1,794 万円
・地下鉄７号線の延伸 ｜ 1 億 5,186 万円
・ゼロカーボンシティ実現に向けた地域循環共生圏の構築 ｜ 3,964 万円
・武蔵浦和駅周辺地区における義務教育学校の整備 ｜ 9,549 万円
・「さいたまスポーツシューレ」の活用推進 ｜ 4,430 万円
・高機能ビニールハウス等農業ＤＸの推進 ｜ 1,300 万円　ほか

市役所DXの推進と公民学共創
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の実現に向けて上質な生活都市
東日本の中枢都市

総合振興計画が掲げる「重点戦略」と「質の高い都市経営の実現」に沿って、
令和４年度の主な事業を紹介します。

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

ヒト・モノ・情報を呼び込み、東日本の未来を創る対流拠点都市の創造

・新大宮上尾道路等の整備促進 ｜ 23 億 6,741 万円
・東日本連携の推進による地域経済活性化 ｜ 1 億 2,735 万円　ほか

広域交通ネットワークを構築するため、新大宮上尾道路の事業中区間の早期完成と圏央道ま
での区間の早期事業化を目指し、関係機関への要望活動などを実施します。また、「東日本
連携センター（まるまるひがしにほん）」を拠点にシティプロモーションイベントや商談会を行
うほか、ｅスポーツイベント開催による観光誘客促進や新たなビジネスマッチングを行い、地
域経済の活性化を図ります。

笑顔あふれる日本一の
スポーツ先進都市の創造

・アーバンスポーツの活性化 ｜ 1,472 万円
・ランニングイベントの開催 ｜ 8,572 万円　ほか

BMXやスケートボードなどのアー
バンスポーツの体験イベント開催や
身近にアーバンスポーツができる場
所の整備を推進します。また、多く
の市民の皆さんが楽しめるランニン
グイベントを開催します。

一人ひとりが “ 健幸 ” を実感できる
スマートウエルネスシティの創造

・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の推進 ｜ 5,033 万円
・新たな東楽園の整備 ｜ 8 億 2,682 万円　ほか

医療・介護のデータから高齢者の
健康課題を把握し、健康状態に課
題がある方などへ個別的な保健指
導を実施します。また、サーマルエ
ネルギーセンターの整備にあわせ、
余熱を有効活用した新たな東楽園
の建築工事に着手します。

先進技術で豊かな自然と共存する
環境未来都市の創造

・スマートシティさいたまモデルの推進 ｜ 9,652 万円
・見沼田圃の保全と新たな活用・創造の推進 ｜ 4,066 万円　ほか

AI･IoTなどを活用し、民間事業者
による生活支援サービスの実証等
に取り組み、「スマートシティさいた
まモデル」を推進します。また、見
沼田圃の新たな散策拠点の検討や、
サポーター制度を活用した桜回廊
の管理向上を図ります。

子どもたちの未来を拓
ひら

く
日本一 の教育都市の創造

・ICTを活用した学びの改革 ｜ 12 億 3,655 万円
・小学校における35 人学級の推進 ｜ 2 億 3,087 万円　ほか

全ての小学校と特別支援学校にプ
ロジェクタを整備し、対面授業とデ
ジタルのベストミックスを図ります。
また、市立小学校の35人学級を推
進し、個別最適な学びと協働的な
学びの実現を目指します。

重点戦略１｜「さいたま」の５つの魅力を生かして、成長・発展する戦略



5 市報さいたま
市報さいたまの感想を「# 市報さいたま」をつけて Twitter で投稿してください！ 

市ホームページやはがき（〒 330-9588 浦和区常盤 6-4-4 広報課）でもお待ちしています。

詳しくは、都市経営戦略部へ。Ｔ829･1035　Ｆ829･1997令和4年度施政方針特集

激動する新時代に「未来技術」で
躍動する地域産業づくり

・中小企業の生産性・付加価値向上を通じた成長促進支援 ｜ 3 億 819 万円
・さいたまスイーツの魅力の発信｜ 877 万円　ほか

セミナーなどの人材育成支援、AI・
IoTなどの実装支援等を行い、企業
のビジネスモデル変革を促進します。
また、「さいたまスイーツ」を広くPR
するため、工場直売所や各店舗と
連携したキャンペーンを実施します。

絆
きずな

で支え合い、誰もが
自分らしく暮らせるまちづくり

・自治会電子回覧板モデル事業等の実施  ｜ 108 万円
・アーツカウンシルの創設 ｜ 4,795 万円　ほか

自治会の運営負担の軽減や地域の高齢者の見守りなどを可能とす
る、電子回覧板モデル事業等を自治会と連携して実施します。また、
文化芸術都市の創造に向けて、アーツカウンシルを創設し、専門
人材による調査研究や芸術活動支援、象徴的事業を実施します。

今月の表紙

市民ボランティアの
広報カメラ協力員が

撮影した
市内の風景を
集めました！

子どもから高齢者まで、
あらゆる世代が輝けるまちづくり

・保育需要の受け皿及び保育人材の確保 ｜ 47 億 1,206 万円
・地域づくりによる介護予防の推進 ｜ 1 億 5,481 万円　ほか

認可保育所等の整備促進や送迎保
育ステーションの追加整備等により、
多様な保育の受け皿を確保します。
また、高齢者への支援として、シル
バーポイント事業や「ますます元気
教室」などを開催します。

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

質の高い都市経営の実現

・Park-PFI 等公民連携による公園のにぎわい創出  ｜ 453 万円
・（仮称）おくやみコーナーの設置 ｜ 3,138 万円　ほか

多様な公民連携手法を活用することで、行政コストの削減を図り
ながら、質の高い公共サービスの提供を支援します。また、区役
所での死亡時の主な手続きを一体的に行う「（仮称）おくやみコー
ナー」を全区に設置します。

主な事業

重点戦略 2｜未来に引き継ぐための持続可能なまちづくりを進める戦略

災害に強く、市民と共につくる
安全・安心なまちづくり

・治水対策施設の整備 ｜ 51 億 9,640 万円
・ゾーン 30プラスの推進等による交通安全対策 ｜ 10 億 1,864 万円　ほか

治水安全度の向上を図るため、準
用河川の改修や、雨水管・雨水貯
留施設等の整備を推進します。ま
た、市民の安全・安心を確保する
ため、交通データなどを活用した
交通安全対策を推進します。

環境に配慮したサステナブル※で
快適な暮らしの実現

・食品ロス削減・プラスチックごみ削減等の推進 ｜ 2,478 万円
・サーマルエネルギーセンターの建設 ｜ 24 億 6,066 万円　ほか

食品ロスを減らしていくライフスタ
イルへの転換を促すため、「食品ロ
ス削減全国大会」を開催します。ま
た、サーマルエネルギーセンターを
建設するため、引き続き新施設の
工事を実施します。

※サステナブル…持続可能の意。

施政方針の全文については、
市ホームページをご覧ください。

市では誰一人取り残さ
ず、誰もが住みやすく
持続可能な地域社会の
実現を目指しています。


